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ユーザーを
意識した処理

これまでの3回で、SQL Serverデ

ータとXMLデータの互換、データ

の更新／削除について見てきまし

た。この辺で、Webアプリケーシ

ョン開発には不可欠の、ユーザー

を意識した処理を練習していきま

しょう。今回は、ユーザーが入力し

たデータをもとに、SQL Serverデ

ータおよびXMLデータを追加して

みます。

入力されたデータを
SQL Serverに
追加する

今回はデータを追加していくた

め、フォーム上には、表示用のコン

トロールだけでなく、入力ボックス

を設ける必要があります。

今回も、商品データを登録した

データベース（図1）を使います［注1］。

ただし、今回初めて本稿を読まれ

る方は、Access 2003で「Microsoft

SQL Serverデータベースウィザー

ド」を使い、付録CD-ROMに収録

しているMDBデータ（productData.

mdb）からproductData.adpを作成

して、「productDataSQL」という

データベース名で登録しておいて

ください［注2］。

今回のサンプルでは2つの処理を

行ないます。ひとつは入力されたデ

ータをSQL Serverデータとして登

録し、DataGridコントロールの最

後尾にバインドしていく処理です。

もうひとつは、追加されたDataGrid

コントロール内のデータを、XML
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データの追加と検証

第 4回

例題 
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注1）データの追加を練習するため、既存のデ
ータの件数は少なくしています。
注 2）Access 2003のMDBデータをSQL
Serverにストアする手順については、第1回
（2004年12月号）を参照してください。付録
CD-ROMには、MDBファイル（product
Data.mdb）を再収録しています。今回初めて
本連載を読まれる方は、このファイルをもと
に、「productDataSQL」というデータベース
名のSQL Serverデータベースを作成してくだ
さい。
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に変換してTextBoxコントロールに表示する処理です。

●画面のレイアウト

まずはSQL Serverデータを追加する処理から見てい

きましょう。

Visual Studio .NET 2003（以下VS.NET）を起動し、

ASP.NET Webアプリケーションを作成してください

（この例ではプロジェクト名はsqlAddData、プログラム

はWebForm1.aspx.vb）。そして、データ入力用のボック

スと、データを表示させるコントロールを、レイアウト

していきます（図2）。

入力ボックスは、HTMLコントロールのTableコント

ロールを使って作ります。右クリックで表示されるショ

ートカットメニューで列や行を増減し、1列目には項目

名を直接入力し、2列目にはTextBoxコントロールをド

ラッグ＆ドロップします。

今回は、入力されたデータをチェックするため、Re

quiredFieldValidatorコントロールも使ってみましょう。

詳細は後述しますが、2列目にRequiredFieldValidatorコ

ントロールをドラッグ＆ドロップし、ErrorMessageプ

ロパティに“※”を入力しておいてください。

また、XMLデータを表示させるため、ButtonとText

Boxコントロールもレイアウトします。TextBoxコント

ロールのTextModeプロパティには、複数行の入力が可

能なように“MultiLine”を指定しておきます。

DataGridコントロールもレイアウトし、AutoGenerate

Columnsプロパティの値に“False”を指定してから、プ

ロパティビルダを使って、各列の定義を行なってくださ

い［注3］。［OK］ボタンをクリックすると、図3のように

「DataGrid1プロパティ」で設定した内容が、DataGrid

コントロールに反映されます。「DataGrid1プロパティ」

の「データフィールド」に指定した項目名は、プログラ

ムの中で、DataColumnオブジェクトを生成する際に、

同じ項目名を指定する必要があります。

ここまでの作業ができたら、プログラミングに移る前

に、SQL Serverデータベースに接続しましょう。データ

ベース名は「productDataSQL」として登録してくださ

い［注4］。

データの追加と検証

注3）プロパティビルダの設定方法については、これまで何度も詳説しま
したので、前回までの記事を参照してください。
注4）各々の環境に合わせて設定を行なってから、プログラミングへと進
みましょう。手順については、前回、前々回に詳説しましたので、参照
してください。

図1：今回使用するSQL Serverデータベース

図2：入力ボックスと、データを表示させるDataGridを使用
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